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平成 25 年 9 月議会は 9 月中旬頃の開会を予定しております。詳しい日程は、
伊仙町議会事務局（86-3111　内線 16）までお問い合せください。
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今期の夏植え目標面積は、２００ｈａ（伊仙町）です。町民の皆様の力を結集し、島

の基幹産業を守り、経済を浮揚させるためご理解とご協力をお願いいたします。

おねがい！

〜島の経済を支える〜

夏植えにご協力を！
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経済建設委員会所管事務調査報告書
経済建設常任委員会では、総務文教厚生常任委員会と合同により県外行政視察を

実施いたしましたので、調査の結果を別紙のとおり会議規則第７７条の規定により
報告します。

《期　　　日》　平成２５年５月２３日（木）～２４日（金）

《視　察　先》　愛知県大府市 株式会社げんきの郷（ＪＡあいち知多１００％出資）

		  　三重県伊賀市  中林牧場　伊賀の里モクモク手づくりファーム

《目　　　的》　先進地の取組を調査、研修するため

《視察参加者》
		  　清水委員長、永岡副委員長、美島委員、樺山委員、明石委員、佐藤委員、伊藤委員　　

		  　琉委員長、前副委員長、上木委員、福留委員、永田委員、常委員、

		  　事務局 椛山、佐平、執行部　牧企画課長　以上１６名

【株式会社げんきの郷】
		  　１．視察年月日　平成２５年５月２３日（木）午後３時３０分～

		  　２．視察内容　　運営状況等について

		  　３．視察概要　　株式会社げんきの郷 .

				    　　ＪＡあいち知多１００％出資　資本金：１億円

				    　　役員・職員：役員等１０名　職員２２３名（うち正社員３５名）　

				    　　○ 客層を絞り込む。（子ども専用トイレ、水遊び場等）

 				    　　○ 品質にこだわる。（品質に自信があるから農家に値段をつけて	

					     らっている。）

 				    　　○ 大型店舗が近くに進出してきた場合等は集客率が上がってむしろ	

					     自社の売り上げアップにつながる等、何事もプラス面を重視して	

					     いる。

 				    　　○ 集客に向けてのイベントの実施が徹底されていた。

				    　　○ 生産物が多品目にわたっている。　        

【中林牧場】
		  　１．視察年月日　平成２５年５月２４日（金）午前１０時００分～

		  　２．視察内容　　運営状況等について

		  　３．視察概要

				    　　○ 家族で経営している。

				    　　○ 全頭メス牛の処女牛であり、衛生管理も徹底されていた。

				    　　○ オーストラリアから取り寄せた乾燥草のみで育てている。肥育後	

					     の出荷は、庭先での相対売買で１頭１００万円前後での売買とい	

					     うことです。
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【伊賀の里モクモク手づくりファーム】
		  １．視察年月日　平成２５年５月２４日（金）午後２時３０分～

		  ２．視察内容　　運営状況等について

		  ３．視察概要

				    　○ ファーム事業、通信販売事業、レストラン事業の３つの事業で成り立っ

				    　　 ている。

				    　○ 会員制度を採っていて、通信販売事業売上げの９０％が会員からの注	

				    　　 文であることには驚かされました。このことは、私たち離島に住む者	

				    　　 にとって、学ばなければいけない点です。

				    　○ 農家を大事にしている。

 				    　○ 手作り教室等、食育をからめてお客様を引き込むイベントを実施して	

				    　　 いる。

 				    　○徳之島産のじゃがいもが売り場に陳列されているのを見てすごく感動	

				    　　しました。

				    　○ モクモクの商品は、安くはない、いやむしろ高いぐらいだが、安全性・

				    　　味に代表される品質・産地やつくり手の顔が見える等、わが徳之島で	

				    　　も簡単に出来ることで強気の商売をしている。

以上、経済建設常任委員会の所管事務調査報告といたします。

〜 「議会中継」 インターネットで随時配信中 〜

今、各自治体や新
聞社から注目され

ています！
ご試聴ありがとうございます。
おかげさまで、通算15,000アクセスを突破。町民の皆様をはじめ、町内外からお寄せいただいたご
意見やご要望、また納めた税金がどのように使われているのか、すべてが議会中継で視聴できます。
議会中継の放送時間は、議会開会中は生放送をおこなっており、生放送が視聴出来ない方の為に録
画配信は「２４時間いつでも」インターネット環境が整っているお手持ちのパソコン、またはスマー
トフォンから視聴可能です。
ご覧になられたことがない方は、ぜひこの機会にご覧いただきますようご案内致します。

連絡先
伊仙町議会事務局（椛山、佐平）
TEL：09 9 7 - 8 6 - 3 1 1 1（内 16）FAX：09 9 7 - 8 6 - 2 3 0 1
住所：〒 891 - 8 2 9 3　鹿児島県大島郡伊仙町大字伊仙 184 2 番地

アクセス方法
伊仙町公式 HP をアクセス→伊仙町公式 HP 内の左にある
アイコンをアクセスすれば視聴可能です。
アクセス後 USTREAM のサイトへ移行します。
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番　号 議　　案　　等 採決結果

承 認 第 １ 号 平成２４年度伊仙町一般会計補正予算（第９号）の専決処分の承認 承 認

承 認 第 ２ 号 平成２４年度伊仙町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）の専決処分の承認 承 認

承 認 第 ３ 号 平成２４年度伊仙町介護保険特別会計補正予算（第５号）の専決処分の承認　 承 認

承 認 第 ４ 号 平成２４年度伊仙町後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）の専決処分の承認 承 認

承 認 第 ５ 号 平成２４年度徳之島交流ひろば「ほーらい館」特別会計補正予算（第６号）の専決処分の
承認 承 認

承 認 第 ６ 号 平成２４年度伊仙町簡易水道特別会計補正予算（第５号）の専決処分の承認 承 認

承 認 第 ７ 号 平成２４年度伊仙町上水道事業会計補正予算（第２号）の専決処分の承認 承 認

承 認 第 ８ 号 伊仙町税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認 承 認

承 認 第 ９ 号 伊仙町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認 承 認

報 告 第 １ 号 平成２４年度伊仙町一般会計繰越明許費繰越計算書 報 告

議案第３３号 字の区域の設定及び変更について 可 決

議案第３４号 平成２５年度伊仙町一般会計補正予算（第１号） 原 案 可 決

議案第３５号 平成２５年度伊仙町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原 案 可 決

議案第３６号 平成２５年度伊仙町簡易水道特別会計補正予算（第１号） 原 案 可 決

議案第３７号 平成２４年度 社会資本整備総合交付金 河地団地建築本体工事請負変更契約について 可 決

伊仙町選挙管理委員会委員及び補充員の選挙について 指 名 推 選

所管事務調査報告（経済建設常任委員会） 報 告

以下余白

平成２５年　第２回伊仙町議会定例会　全議案（会期６／１８～２１）

番　号 議　　案　　等 採決結果

陳 情 第 ３ 号 要望書（母 朱春菊が中国で不法に逮捕されている件に関する要望） 文 書 配 布

陳 情 第 ４ 号 違法な臓器生体移植を禁じることを求める陳情書 文 書 配 布

平成２５年　第２回伊仙町議会定例会　陳情一覧
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平
成
25
年 

第
2
回
定
例
会
（
６
月
）

一
般
質
問

上木　議員

Ａ
コ
ー
プ
誘
致
に
つ

い
て
、（
イ
）
町
有
地

の
無
償
貸
付
（
ロ
）
買
物
弱

者
対
策
（
ハ
）
店
舗
周
辺
の
環

境
整
備
（
ニ
）
町
関
連
施
設
と

の
連
携
（
ホ
）
Ｊ
Ａ
施
設
の
統

廃
合
な
ど
、
至
れ
り
尽
く
せ
り

の
優
遇
条
件
付
と
の
話
題
で
あ

る
。
今
、
経
済
不
況
、
極
限

状
況
下
で
の
生
き
残
り
を
賭
け

て
、
町
内
零
細
商
業
者
が
持
ち

堪
え
て
い
る
。
こ
の
事
が
徳
之

島
の
本
当
の
底
力
だ
と
経
済
学

者
の
間
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
力
を
活
用
し
て
地

域
振
興
策
を
研
究
す
る
べ
き
と

の
提
言
も
あ
る
。
ま
た
、
農
協

は
農
業
者
の
所
得
向
上
に
、
町

行
政
は
町
民
福
祉
の
増
進
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
本
業
・
任
務
の
趣

旨
と
目
的
を
果
た
す
べ
き
で

あ
っ
て
、
頑
張
っ
て
い
る
「
商

工
業
者
」
に
追
い
打
ち
を
懸
け

る
政
策
を
強
行
す
る
こ
と
は
、

農
協
・
町
行
政
の
任
務
の
本
旨

に
反
す
る
背
任
行
為
で
あ
る
。

撤
回
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

Ａ
コ
ー
プ
の
必
要
性

に
つ
い
て
、
平
成
24
年

度
の
町
座
談
会
で
多
く
の
町
民

か
ら
、
町
内
に
誘
致
で
き
な
い

か
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
教
職
員
と
の
町
内
居
住

に
つ
い
て
の
話
し
合
い
の
な
か

で
、
就
業
後
の
買
い
物
が
不
便

で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。
伊
仙
町
民
の
８
割
以
上
が

徳
之
島
町
内
で
購
買
し
て
い
る

実
態
で
、
集
落
店
舗
が
廃
業
に

追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。
こ
こ

で
発
想
を
変
え
て
、
町
内
で
購

買
で
き
る
方
策
を
考
え
て
、
Ａ

コ
ー
プ
会
社
を
説
得
い
た
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、「
Ａ
コ
ー
プ

建
設
準
備
委
員
会
」
を
立
ち
上

げ
、
委
員
長
に
Ｊ
Ａ
あ
ま
み
徳

之
島
事
業
本
部
の
専
務
理
事
を

選
出
し
、
５
回
の
会
合
に
お
い

て
５
項
目
の
協
議
内
容
に
関
し

議
論
し
、詰
め
て
合
意
に
達
し
、

町
議
会
・
町
民
各
位
に
理
解
を

賜
り
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
な
お
、
町
有
地
の
問
題
は

企
業
誘
致
で
あ
る
の
で
条
例
も

整
備
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一
環

で
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を

頂
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

直
売
所
「
百
菜
」
に

つ
い
て
、
平
成
21
年
度

伊
仙
町
の
大
き
な
期
待
を
背

負
っ
て
開
業
い
た
し
ま
し
た
。

「
地
産
地
消
」
を
も
と
に
、
島

内
の
農
産
物
を
島
外
に
移
出
し

て
外
貨
を
稼
ぐ
、
大
き
な
任
務

を
受
け
、
開
業
致
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
初
年
度
の
平
成
22

年
度
の
決
算
総
会
が
決
算
書
類

の
不
備
で
流
会
に
な
っ
て
、
正

式
な
決
算
総
会
が
今
日
ま
で
開

催
さ
れ
な
い
ま
ま
、
変
則
異
常

事
態
が
続
い
て
い
る
。
先
般
の

総
会
で
は
、
町
か
ら
の
年
間

２
４
０
万
円
の
助
成
金
と
貸
付

金
５
０
０
万
円
を
経
費
に
使
い

果
た
し
、
そ
の
上
に
６
７
０
万

円
ほ
ど
の
赤
字
が
出
て
い
る
状

況
だ
と
聞
い
て
い
る
。
伊
仙
町

長
と
直
売
所
「
百
菜
」
の
組
合

長
と
の
業
務
委
託
契
約
も
締
結

さ
れ
て
い
る
。
事
態
が
こ
こ
に

至
っ
た
の
は
、
放
置
し
て
き
た

町
長
の
職
務
怠
慢
で
は
な
い

か
。
責
任
を
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

現
在
、
直
売
所
「
百

菜
」
の
規
約
に
関
し
ま

し
て
は
、
設
立
時
の
規
約
を

使
っ
て
い
る
よ
う
な
状
態
で
す

か
ら
、
今
事
業
運
営
で
不
都
合

が
生
じ
て
い
る
の
は
確
か
で
あ

り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
こ
の
不

都
合
を
解
消
す
る
た
め
に
、
役

員
会
を
１
カ
月
に
１
回
開
催
す

る
こ
と
と
、、
こ
の
組
織
の
変

更
と
今
の
出
荷
組
合
な
ど
の
組

織
の
変
更
を
し
っ
か
り
し
な
い

と
運
営
に
支
障
を
き
た
す
と
い

う
こ
と
で
す
。
平
成
24
年
度
の

決
算
総
会
に
お
い
て
、
そ
う
い

う
議
題
が
出
ま
し
た
。
確
か
に

組
織
的
に
わ
か
り
に
く
い
と
い

う
の
で
、
組
合
員
全
体
感
覚
と

し
て
も
、
や
は
り
組
織
を
し
っ

か
り
作
り
直
す
と
い
う
よ
う
な

動
き
も
出
て
い
る
所
で
す
。
で

す
か
ら
半
年
と
い
う
猶
予
を
頂

い
て
、
役
員
会
、
町
も
支
援
を

し
な
が
ら
組
織
体
制
を
見
直

し
、
確
立
し
て
少
し
ず
つ
作
り

上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

町
財
政
の
健
全
化
、

再
生
に
つ
い
て
、
策
定

さ
れ
て
い
る
中
長
期
財
政
計

画
を
、
も
っ
と
内
容
の
あ
る
も

の
に
見
直
し
、
実
行
し
成
果
を

挙
げ
る
と
12
月
議
会
で
答
弁
さ

れ
た
が
、
具
体
的
に
改
革
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
様
な
組
織

体
系
で
仕
事
が
な
さ
れ
て
実
績

が
挙
が
っ
て
い
る
の
か
質
問
い

た
し
ま
す
。本

町
の
財
政
に
つ
い

て
は
、
非
常
に
厳
し
い

状
況
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て

認
識
し
て
、
職
員
１
人
１
人
が

創
意
工
夫
と
経
済
感
覚
を
発
揮

し
、
そ
れ
に
コ
ス
ト
意
識
を
持

ち
、全
庁
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

答

答

答

問

問

問

地産地消の拠点として、少しずつ島内外へ認
知されつつある直売所「百菜」。決算総会や
経営戦略会議等を定期的に開催し、しっかり
方針を打ち出すことが、今後の経営安定化へ
とつながる。（写真：直売所　百菜）
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と
答
弁
致
し
ま
し
た
。
現
在
、

ど
の
よ
う
な
方
策
を
実
行
し
て

い
る
の
か
と
の
質
問
で
あ
り
ま

す
が
、
平
成
27
年
～
28
年
に
徳

之
島
用
水
工
事
の
町
負
担
金
の

一
括
償
還
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

財
源
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
、
平
成
24
年
度
予
算

額
（
平
成
23
年
度
対
比
）
で
は
、

１
億
５
１
０
０
万
円
起
債
削
減

を
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
財

源
確
保
の
た
め
、
事
業
の
緊
急

性
、
必
要
性
を
考
え
、
学
校
施

設
、
義
名
山
周
辺
の
整
備
な
ど

新
た
な
事
業
は
27
年
～
28
年
度

以
降
に
先
送
り
す
る
計
画
で
、

住
宅
関
連
を
除
い
て
一
切
凍
結

し
ま
す
。
そ
し
て
交
付
税
で
基

金
を
積
み
増
し
し
、
伊
仙
町
が

財
政
破
綻
す
る
こ
と
は
全
く
あ

り
ま
せ
ん
。
町
民
の
ご
理
解
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

町
長
の
次
期
町
長
選

挙
の
出
馬
意
向
に
つ
い

て
問
う
。

伊
仙
町
は
、
こ
れ
か

ら
農
業
生
産
額
を
伸
ば

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
か
ら
企
業
誘
致
も
積

極
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と

や
、
百
菜
も
軌
道
に
乗
せ
、
な

く
さ
み
館
に
お
い
て
は
、
情
報

発
信
施
設
と
し
て
、
県
も
か
な

り
期
待
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ

を
い
か
に
最
大
限
に
有
効
活
用

し
て
い
く
か
、
ま
た
長
寿
子
宝

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
さ
ら
に
推
進

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

な
ど
、
ま
だ
ま
だ
私
が
責
任
を

持
っ
て
や
る
べ
き
事
は
た
く
さ

ん
残
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
12

年
近
く
町
民
の
思
い
を
感
じ
、

や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
も

町
民
と
一
致
団
結
し
て
や
っ
て

い
け
ば
、
伊
仙
町
は
ど
こ
よ
り

も
発
展
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め

に
も
私
は
、
４
期
目
に
向
か
っ

て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
覚

悟
で
す
。

環
太
平
洋
連
携
協

定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
交
渉
参

加
に
伴
う
わ
が
町
の
農
業
政
策

に
つ
い
て
問
い
ま
す
。
新
聞
報

道
等
に
よ
る
と
、
政
府
は
去
る

５
月
21
日
に
農
林
水
産
業
の
強

化
策
を
議
論
す
る
「
農
林
水
産

業
地
域
の
活
力
創
造
本
部
」
を

設
置
し
、
初
会
合
が
開
か
れ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
会
合
で
安
倍

総
理
は
、
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
か

け
て
農
業
を
若
者
の
魅
力
あ
る

産
業
に
し
、
日
本
の
農
村
、
漁

村
、
ふ
る
さ
と
を
守
る
と
強
い

決
意
を
表
明
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
10
年
間
で
農
業
所
得
を
倍

増
さ
せ
る
、
農
業
の
成
長
な
く

し
て
地
域
の
成
長
、
発
展
、
経

済
の
成
長
安
定
は
な
い
と
明
言

し
て
い
ま
す
。
ま
た
農
林
水
産

大
臣
も
、
こ
の
本
部
の
議
論
の

結
果
を
踏
ま
え
て
、
来
年
度
予

算
の
概
算
要
求
に
反
映
さ
せ
た

い
と
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

国
の
こ
の
よ
う
な
農
業
政
策
に

対
し
、
わ
が
町
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

参
加
に
対
応
し
た
議
論
を
進
め

る
機
関
を
設
置
し
、
そ
の
議
論

の
結
果
を
農
業
政
策
に
反
映
さ

せ
る
な
ど
、
体
制
づ
く
り
を
早

急
に
行
う
必
要
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
が
、
町
長
の
見
解
を
問
い

ま
す
。

こ
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
反
対

す
る
こ
と
は
、
ア
メ
リ

カ
の
今
ま
で
の
呪
縛
か
ら
我
々

を
解
き
放
つ
運
動
で
も
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
農
業
だ
け
で
な

く
、
医
療
の
問
題
、
そ
れ
か
ら

金
融
問
題
、特
許
の
問
題
な
ど
、

多
く
の
問
題
が
複
雑
で
、
あ

ら
ゆ
る
国
の
国
益
が
絡
ん
で
い

る
な
か
で
、
こ
の
島
は
農
業
が

衰
退
す
れ
ば
生
き
て
い
く
こ
と

が
で
き
な
い
島
で
あ
り
ま
す
の

で
、
今
後
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
国
が
か

な
り
強
制
的
に
や
っ
て
く
る
こ

と
も
視
野
に
入
れ
て
、
我
々
は

対
策
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
わ
が
町
に
お
い
て
そ

う
い
う
議
論
を
進
め
る
機
関
を

設
置
す
る
必
要
性
は
十
分
あ
る

と
思
い
ま
す
。

医
療
と
少
子
化
対
策

に
つ
い
て
、
去
る
５
月

16
日
付
の
新
聞
誌
上
に
、
来
る

10
月
か
ら
徳
之
島
に
産
科
医
が

不
在
に
な
る
と
い
う
記
事
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

同
日
開
催
さ
れ
た
全
郡
議
員
大

会
に
、
徳
之
島
の
産
科
医
の
確

保
に
か
ん
す
る
議
題
が
緊
急
提

案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
採
択
さ

れ
た
の
は
、
既
に
ご
承
知
の
と

お
り
で
あ
り
ま
す
。
産
科
医
不

在
は
、
子
宝
の
島
の
緊
急
事
態

で
す
。
今
後
、
徳
之
島
の
産
科

医
の
確
保
を
ど
の
よ
う
に
進
め

ら
れ
る
の
か
町
長
に
問
う
。

三
町
で
連
絡
を
取
り

合
っ
て
、
こ
の
産
婦

人
科
医
の
不
在
と
い
う
こ
と

は
、
決
し
て
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ

と
三
町
の
自
治
体
か
ら
補
填
を

し
て
、
産
婦
人
科
医
の
確
保
に

乗
り
出
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

で
、
今
募
集
を
し
た
り
、
い
ろ

い
ろ
と
活
動
を
し
て
い
る
な
か

で
、
徳
洲
会
病
院
が
ネ
ッ
ト
で

応
募
を
し
た
ら
、
３
名
の
方
が

公
募
で
来
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
こ
の
よ
う
な
問
題
を
今

ま
で
と
同
じ
よ
う
に
１
人
ず
つ

産
婦
人
科
医
と
小
児
科
医
を
確

保
す
る
た
め
、
四
苦
八
苦
す
る

の
で
は
な
く
て
、
徳
之
島
に
は

最
低
２
人
の
産
婦
人
科
医
が
常

勤
す
る
、
小
児
科
医
も
常
勤
す

る
、
麻
酔
医
も
常
勤
す
る
と
い

う
な
か
で
あ
れ
ば
、
今
年
間

２
３
０
前
後
の
お
産
が
あ
り
ま

前　議員

問

問

問

答

答

答

交流人口の増加や、徳之島の伝統・文化の情
報発信拠点として今後の利用率向上が町の活
性化へとつながる。（写真：徳之島なくさみ
館）
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す
け
れ
ど
も
、
そ
の
中
で
里
帰

り
出
産
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い

状
況
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

里
帰
り
出
産
も
で
き
る
と
、
ま

た
さ
ら
に
あ
の
徳
之
島
、
子
宝

の
島
に
行
け
ば
安
心
し
て
子
供

を
産
む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

ふ
う
な
ス
テ
ー
タ
ス
を
つ
く
り

あ
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
先
程
も
申
し
上
げ
ま
し
た

が
、
今
三
町
や
病
院
と
の
間

で
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
単
に
徳
之
島
だ
け

の
問
題
で
は
な
く
、
与
論
、
沖

永
良
部
、
喜
界
島
、
奄
美
大
島

本
島
に
お
い
て
も
共
通
の
課
題

で
あ
る
と
い
う
趣
旨
を
理
解
し

て
頂
き
、
議
員
大
会
で
採
択
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
、
県
そ
し
て

県
医
師
会
、
そ
し
て
大
学
と
も

問
題
解
決
の
た
め
に
協
力
し
て

い
こ
う
と
い
う
、
今
大
き
な
流

れ
が
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
流
れ
は
、「
徳
之
島

の
医
療
と
福
祉
を
考
え
る
会
」

で
、
医
療
サ
ミ
ッ
ト
を
し
た
結

果
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
流
れ

に
な
っ
て
き
た
と
い
う
ふ
う
に

考
え
て
お
り
ま
す
。

亀
戸
住
宅
に
は
、
現

在
子
供
の
遊
び
場
が
な

い
為
、
駐
車
場
ま
た
は
県
道
で

遊
ん
で
お
り
、
非
常
に
危
険
で

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
件
か
ら

公
園
施
設
は
で
き
な
い
も
の
か

問
う
。

亀
戸
住
宅
は
、
県
道

に
面
し
て
い
て
、
遊
び

場
の
な
い
小
さ
い
子
供
達
は
、

県
道
に
飛
び
出
し
た
り
し
て
大

変
危
険
な
状
況
に
あ
る
と
思
い

ま
す
。現
在
の
子
育
て
世
代
は
、

共
働
き
世
帯
が
多
く
、
安
心
し

て
子
供
を
遊
ば
せ
る
事
が
で

き
又
、
そ
こ
に
暮
ら
し
て
い
る

住
民
の
交
流
の
場
と
な
る
公
園

は
、
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
県

に
よ
る
と
現
在
の
亀
戸
住
宅
の

規
模
で
は
公
園
の
併
設
は
厳
し

い
と
の
事
で
し
た
の
で
、
町
事

業
と
し
て
、
旧
住
宅
跡
地
、
も

し
く
は
土
地
提
供
者
の
場
所
等

を
確
認
し
て
、
将
来
公
園
設
備

が
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。西

部
地
区
に
は
、
明

眼
神
社
を
は
じ
め
、
７

つ
の
町
指
定
の
史
跡
が
あ
る

が
、
管
理
体
制
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。集

落
内
に
あ
る
神
社

や
史
跡
あ
る
い
は
学
校

内
に
あ
る
遺
跡
に
つ
い
て
は
、

地
域
住
民
や
各
学
校
等
で
随
時

管
理
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
他
に
つ
き

ま
し
て
は
、
社
会
教
育
課
の
ほ

う
で
、
環
境
課
の
職
員
の
応
援

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
必
要
に

応
じ
て
除
草
作
業
な
ど
行
い
、

管
理
を
し
て
い
ま
す
。

犬
田
布
中
学
校
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
が
昨
年
度
の

台
風
災
害
で
倒
れ
た
ま
ま
だ

が
、
修
復
す
る
計
画
は
あ
る
の

か
。

犬
田
布
中
学
校
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
件
で
す

が
、
昨
年
の
台
風
の
際
Ｎ
Ｔ
Ｔ

の
電
柱
が
倒
れ
た
た
め
に
グ
ラ

ウ
ン
ド
側
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
倒

壊
し
ま
し
た
。
被
害
状
況
を
Ｎ

Ｔ
Ｔ
に
連
絡
し
ま
す
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ

鹿
児
島
の
方
で
補
修
工
事
を
す

る
と
言
う
返
事
で
し
た
。
現
在

下
請
け
の
西
部
電
機
さ
ん
に
徳

之
島
の
業
者
の
見
積
り
を
お
願

い
し
て
い
る
所
で
す
。
児
童
生

徒
の
通
学
路
の
安
全
確
保
か
ら

も
早
急
に
工
事
を
完
成
さ
せ
る

よ
う
に
再
度
要
請
を
い
た
し
ま

す
。

西
部
地
区
の
水
道
水

か
ら
、
石
灰
ま
た
は
砂

利
が
出
て
き
た
と
苦
情
が
多
い

が
、
原
因
と
対
策
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
問
う
。

現
在
西
部
地
区
全
域

が
硬
度
の
高
い
地
下
水

へ
の
依
存
度
が
、
高
く
石
灰
分

が
浄
水
施
設
や
、ま
た
配
管
内
、

町
民
の
皆
様
の
各
種
機
器
に
付

着
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。
特
に
布
設
年
数
の
長
い
配

管
、
こ
の
中
に
は
か
な
り
付
着

し
て
お
り
、
こ
の
付
着
し
た
石

灰
分
が
流
れ
出
た
り
、
砂
の
件

で
は
こ
の
石
灰
分
が
粒
子
状
に

変
形
し
流
れ
出
た
も
の
か
、
い

わ
ゆ
る
漏
水
箇
所
よ
り
砂
が
流

れ
出
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
現
段
階
で
石
灰
分
対
策
と

し
ま
し
て
は
、
老
朽
化
し
た
河

地
浄
水
場
を
ま
ず
整
備
し
、
西

部
地
区
全
体
の
地
下
水
の
依
存

率
を
表
流
水
へ
と
移
行
す
る
準

備
を
行
っ
て
い
る
所
で
ご
ざ
い

ま
す
。

重
点
分
野
雇
用
創
造

事
業
に
つ
い
て
募
集
方

法
は
公
募
と
あ
り
ま
す
が
ど
の

よ
う
な
方
法
で
公
募
さ
れ
た
の

か
伺
う
。

本
事
業
に
お
き
ま
し

て
継
続
雇
用
が
で
き
な

い
た
め
平
成
23
年
度
に
募
集
し

た
方
た
ち
を
緊
急
雇
用
創
造
事

業
で
計
画
し
て
い
な
い
方
と
雇

用
計
画
を
い
た
し
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

佐藤　議員

杉並　議員

問

問

答

答

答

答

答 問

県道と隣接する亀戸住宅。撮影時にも子供た
ちが駐車場と反対方面の道を往来し、車のド
ライバーも住民も注意が必要な状況である。

（写真：亀戸住宅）
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従
事
す
る
業
務
は
、

伐
採
作
業
と
な
っ
て
い

る
が
ギ
ン
ネ
ム
、
モ
ク
マ
オ
ウ

な
ど
ど
の
地
域
で
伐
採
さ
れ
た

の
か
場
所
・
面
積
・
数
量
を
町

内
図
で
お
示
し
を
い
た
だ
き
た

い
。

面
積
と
数
量
に
関
し

ま
し
て
は
、
厳
密
に
報

告
義
務
を
課
し
て
お
り
ま
せ
ん

で
し
た
の
で
場
所
・
本
数
・
面

積
等
は
作
成
し
て
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。

外
来
種
の
生
息
域
調

査
と
あ
る
が
町
内
調
査

の
実
態
を
町
内
図
で
示
し
、
説

明
を
求
め
る
。

先
ほ
ど
こ
の
報
告
義

務
が
と
ら
れ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
で
生
息
地
域
の
調

査
に
関
し
ま
し
て
は
、
目
視
に

よ
る
調
査
並
び
に
町
民
か
ら
の

要
望
で
伐
採
地
域
を
決
定
し
て

伐
採
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。

高
齢
者
等
肉
用
牛
導

入
事
業
基
金
及
び
伊
仙

町
肉
用
牛
特
別
導
入
基
金
に
つ

い
て平

成
24
年
度
61
頭
減
に

な
っ
た
大
き
な
原
因
は
何

な
の
か
そ
し
て
61
頭
の
２
，

０
７
０
万
３
千
円
の
算
定
基
礎

は
ど
の
よ
う
な
計
算
な
の
か
答

弁
を
求
め
ま
す
。

平
成
24
年
度
に
お

き
ま
し
て
は
、
牛
が

３
２
８
頭
、
牛
の
貸
付
金
額

が
１
億
２
２
１
万
４
千
円
で

現
金
が
５
１
５
９
万
８
千
円

と
い
う
こ
と
で
合
計
１
億
５
，

３
８
１
万
２
千
円
な
り
牛

が
６
１
頭
減
り
ま
し
て
２
，

３
０
２
万
７
千
円
の
減
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

書
類
不
備
等
の
問
題

で
保
証
人
に
対
す
る
請

求
事
務
が
停
滞
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
是
正
策
と
し
て
平
成

20
年
７
月
か
ら
借
受
者
と
保
証

人
の
印
鑑
証
明
と
納
税
証
明
の

添
付
を
義
務
付
け
て
い
る
。
な

お
、
飼
養
能
力
と
補
償
能
力
に

つ
い
て
飼
養
状
況
調
査
等
実
施

を
行
っ
て
い
る
。
平
成
20
年
７

月
以
前
の
借
受
者
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
措
置
を
行
っ
て
い
く

つ
も
り
か
伺
う
。

平
成
20
年
度
以
前
に

つ
い
て
は
保
証
人
さ
ん

と
話
す
と
き
に
印
鑑
証
明
が
な

い
と
い
う
こ
と
で
そ
の
事
務
作

業
も
順
次
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
１
回
保
証

人
と
し
っ
か
り
お
話
を
し
て
本

当
に
保
証
人
に
な
っ
た
か
ど
う

か
そ
の
辺
の
確
認
作
業
を
や
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

年
度
別
貸
付
頭
数
、

滞
納
額
、
本
人
死
亡
、

返
済
能
力
の
な
い
者
等
に
つ
い

て
資
料
を
も
っ
て
提
出
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

年
度
が
変
わ
り
ま
し

た
の
で
再
度
精
査
を
し

て
提
出
す
る
よ
う
に
い
た
し
ま

す
。

肉
用
牛
特
別
導
入
事

業
基
金
に
つ
い
て
は
、

死
亡
し
た
飼
養
者
、
高
齢
者
等

肉
用
牛
導
入
基
金
に
つ
い
て
、

貸
付
し
た
牛
が
追
跡
で
き
な
い

７
件
に
関
し
て
は
、
財
務
の
予

算
が
許
す
範
囲
で
一
般
財
源
の

繰
入
れ
も
よ
し
と
す
る
。
そ
の

他
の
方
や
返
済
能
力
の
な
い
方

に
対
し
て
は
、
さ
ら
に
回
収
の

努
力
を
経
済
課
に
要
望
す
る
。

伊
仙
町
行
政
調
査
会
の
結
論
が

出
て
お
り
ま
す
が
、
町
長
の
答

弁
を
求
め
ま
す
。

基
金
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
こ
れ
を
し
っ
か
り

処
理
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
亡

く
な
っ
た
方
々
、
基
金
を
払
う

能
力
の
な
い
方
々
に
関
し
ま
し

て
は
、
こ
れ
を
町
の
ほ
う
で
補

填
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
ふ

う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

行
政
運
営
調
査
会
の

結
論
と
し
て
出
し
て
い

る
が
、
本
年
度
中
に
処
理
で
き

る
か
。

死
亡
さ
れ
て
い
る
方

に
関
し
ま
し
て
は
、
去

年
か
ら
お
と
と
し
に
８
０
０
万

ぐ
ら
い
町
の
一
般
財
源
か
ら
入

れ
て
い
る
よ
う
な
状
況
で
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
の
中
で
今
年
い
っ

ぱ
い
３
，
７
０
０
万
の
滞
納
金

を
処
理
し
ろ
と
い
う
こ
と
は
、

不
可
能
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

伊
仙
町
農
業
振
興
計

画
書
の
中
に
平
成
24
年

度
は
何
頭
か
、
平
成
25
年
度
の

目
標
は
何
頭
か
、
平
成
26
年
度

は
何
頭
か
。
伊
仙
町
肉
用
牛
生

産
近
代
化
計
画
の
目
標
平
成

２
７
年
度
が
６
，
８
６
０
頭
と

な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
対
応

で
き
る
の
か
、で
き
な
い
の
か
。

現
在
、
平
成
24
年
２

月
１
日
の
数
字　

平

成
24
年
度
の
農
家
戸
数
５
２
５

軒
、
飼
養
頭
数
が
５
，
４
３
０

頭
そ
の
う
ち
成
牛
の
頭
数
が
３
，

１
９
０
頭
、
育
成
牛
が
３
３
８

頭
、
子
牛
の
頭
数
１
，
９
０
２

頭
で
ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
町
有

牛
の
導
入
に
関
し
て
は
、
今
ま

と
め
て
い
る
状
況
で
す
。

２
年
連
続
不
作
の
サ

ト
ウ
キ
ビ
農
家
、
さ
ら

に
価
格
大
暴
落
の
バ
レ
イ
シ
ョ

農
家
に
対
し
て
の
救
援
策
は
な

い
の
か
。

永岡　議員

問

問

問

問問

問

問

問問 答答

答

答

答

答

答

答

肉用牛導入事業により、畜産分野の価格相場
と生産基盤は安定してきたが、導入に伴う貸
付金の償還が履行されなければ、基金の運営
は頓挫し、価格相場へも影響を及ぼすことに
なる。（写真：徳之島中央家畜市場）



議会だより 平成25年9月（ 9 ）

サ
ト
ウ
キ
ビ
に
関
し

て
は
、
現
在
、
実
施
し

て
い
る
農
家
へ
の
直
接
支
援
と

し
て
は
、
メ
イ
チ
ュ
ウ
の
防
除

対
策
と
し
て
、
平
成
24
年
５
月

と
平
成
25
年
４
月
に
オ
ン
コ
ル

Ｄ
Ｋ
粒
剤
配
布
と
、
平
成
26
年

の
２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
オ

ン
コ
ル
剤
の
配
布
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
夏
植
え
、
春

植
え
の
新
植
対
策
と
し
て
は
、

引
き
続
き
種
苗
対
策
並
び
に
ハ

リ
ガ
ネ
ム
シ
対
策
を
実
施
し
、

今
年
度
は
特
に
生
産
量
の
確
保

対
策
と
し
て
は
、
植
え
付
け
種

苗
の
助
成
を
し
ま
す
。
昨
年
ま

で
10
ａ
当
た
り
の
種
苗
価
格
は

１
万
５
千
円
で
し
た
が
、
今
年

度
は
６
千
円
で
対
応
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
バ
レ

イ
シ
ョ
対
策
に
関
し
て
は
、
農

談
会
等
で
農
家
の
要
望
を
実
施

し
ま
す
。
そ
の
中
で
農
家
の
意

見
が
十
分
反
映
さ
れ
る
施
策
を

実
施
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
価
格
の
安
定
対
策
に
つ
い

て
は
、
バ
レ
イ
シ
ョ
集
出
荷
施

設
を
平
成
26
年
度
の
事
業
で
今

事
業
計
画
を
提
出
し
て
い
ま

す
。
現
在
１
５
０
０
ｔ
の
野
菜

安
定
基
金
の
加
入
を
し
て
い
る

が
、
こ
の
拡
充
等
も
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
型
ト
ラ
ク
タ
ー

（
株
揃
え
機
セ
ッ
ト
）

の
助
成
事
業
の
計
画
は
な
い

か
。

国
県
あ
た
り
の
事
業

推
進
に
お
い
て
は
、
大

規
模
化
と
い
う
よ
う
な
形
の
事

業
施
策
が
と
ら
れ
、
小
型
ト
ラ

ク
タ
ー
の
導
入
が
非
常
に
厳
し

い
状
況
で
す
が
、
平
成
20
年

度
、
町
単
独
事
業
と
し
て
１
０

台
の
小
型
ト
ラ
ク
タ
ー
が
導
入

さ
れ
結
果
、
農
家
の
生
産
意
欲

が
向
上
さ
れ
た
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。
な
お
、
こ
の
事
業
導
入

は
町
単
独
事
業
で
も
事
業
導
入

が
で
き
な
い
か
こ
れ
か
ら
検
討

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

奄
美
群
島
が
世
界
自

然
遺
産
に
登
録
す
る
地

域
と
し
て
検
討
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
わ
が
町
の
取
り
組
み
は
ど

の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

奄
美
、
琉
球
全
体
で

世
界
遺
産
登
録
を
実
現

す
る
た
め
町
と
し
て
も
住
民
の

方
々
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

ま
ず
役
場
職
員
が
先
頭
に
立
っ

て
、
す
る
べ
き
こ
と
を
や
っ
て

い
こ
う
と
い
う
７
つ
の
業
務
区

分
を
検
討
中
で
、
１
番
目
に
、

町
の
自
然
環
境
の
維
持
管
理
、

２
番
目
に
自
然
遺
産
目
的
で
い

ら
っ
し
ゃ
る
観
光
客
の
対
策
、

３
番
目
に
自
然
保
護
区
域
の
災

害
緊
急
時
対
応
、
住
民
へ
の
さ

ら
な
る
普
及
啓
発
、
５
番
目
に

住
民
へ
の
手
続
関
係
の
指
導
、

６
番
目
に
未
来
を
担
う
町
内
児

童
生
徒
の
環
境
教
育
、
７
番
目

に
も
し
、
登
録
さ
れ
た
場
合
の

そ
の
後
の
想
定
さ
れ
る
業
務
に

つ
い
て
、
こ
れ
を
普
及
啓
発
、

指
導
し
て
い
こ
う
と
検
討
し
て

い
ま
す
。

現
在
、
町
内
で
把
握

し
て
い
る
不
法
投
棄
箇

所
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
、

ま
た
、
こ
の
対
処
は
ど
の
様
に

行
っ
て
い
る
の
か
。

把
握
し
て
い
る
件
数

は
９
件
で
す
。
う
ち

６
ヵ
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
撤

去
作
業
を
完
了
し
て
お
り
ま

す
。
対
処
方
法
は
、
人
力
で
で

き
な
い
箇
所
は
パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ

ル
や
ユ
ニ
ッ
ク
車
等
の
重
機
を

使
い
、
一
括
に
フ
レ
コ
ン
等
で

回
収
を
し
て
い
ま
す
。
回
収
し

た
ご
み
等
は
仮
置
き
場
に
て
ま

ず
置
い
て
分
別
を
し
、
最
終
処

分
を
行
っ
て
い
ま
す
。
不
法
投

棄
撲
滅
を
目
指
し
て
投
棄
さ
れ

た
ご
み
等
の
撤
去
作
業
や
海
岸

漂
着
物
撤
去
作
業
に
よ
っ
て
自

然
豊
か
な
島
の
景
観
を
守
り
つ

つ
、
美
し
い
ま
つ
づ
く
り
に
努

め
、
ま
た
島
の
希
少
動
物
を
守

り
、
保
護
す
る
観
点
か
ら
、
猫

の
適
正
飼
養
を
し
て
い
た
だ
く

た
め
の
猫
条
例
制
定
に
向
け
て

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。

町
内
の
公
共
施
設
等

に
、
太
陽
光
発
電
の
パ

ネ
ル
等
の
設
置
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。

太
陽
光
パ
ネ
ル
は
県

で
も
大
規
模
に
始
ま
り

ま
し
た
し
、
各
自
治
体
で
も
始

ま
っ
て
い
る
中
で
コ
ス
ト
が
非

常
に
か
か
る
と
、
費
用
対
効
果

が　

今
販
売
価
格
が
40
円
と

い
う
形
で
す
が
、
実
際
は
こ
れ

か
ら
だ
ん
だ
ん
下
が
っ
て
い
け

ば
採
算
が
合
わ
な
い
と
い
う
ふ

う
に
今
コ
ス
ト
が
か
か
る
な
か

で
、
そ
の
販
売
価
格
が
ま
た
１

Ｋ
Ｗ
で
す
が
、
40
円
と
い
う
こ

と
が
維
持
で
き
た
ら
、
こ
れ
は

可
能
性
が
あ
る
し
、
ま
た
大
規

模
な
土
地
が
必
要
で
す
の
で
、

そ
れ
だ
け
大
規
模
化
す
れ
ば
効

率
が
い
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

現
在
環
境
省
と
文
科
省
の
補
助

事
業
で
や
っ
て
い
ま
す
が
こ
の

よ
う
な
形
の
補
助
事
業
は
今
後

と
も
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
の

で
そ
の
辺
、
国
の
補
助
事
業
の

動
向
な
ど
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
今
同
様
前
向
き
に
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
政
全
般
に
つ
い
て

大
久
保
町
長
の
３
期

12
年
の
結
果
責
任
に
つ
い
て
、

政
治
は
結
果
で
あ
る
農
業
立
町

で
あ
る
伊
仙
町
に
お
い
て
農
家 美島　議員

問

問

問

問

問

答

答

答

答 答

昨季のバレイショ価格相場は、前代未聞の大
暴落に陥り、ブランド指定の相乗効果が表れ
なかった。このような事態を回避するために、
さとうきび同様、喫緊の課題の解決が必要で
ある。（写真：ＪＡあまみバレイショ選果場）



議会だより平成25年9月 （ 10 ）

所
得
向
上
が
で
き
た
の
か
。
足

腰
の
強
い
農
業
、
農
家
の
後
継

者
が
で
き
た
の
か
。

平
成
14
年
度
か
ら
12

年
間
農
業
生
産
額
が
着

実
に
伸
び
て
き
て
い
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。農

業
を
と
り
ま
く
環

境
は
き
び
し
い
。
農
家

や
圃
場
を
回
り
現
状
を
把
握
し

て
い
る
の
か
。
ハ
ウ
ス
事
業
で

は
未
活
用
、
未
使
用
が
あ
り
成

果
は
出
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る

が
、
指
導
努
力
が
足
り
な
い
の

で
は
な
い
か
。

私
は
か
な
り
回
っ
て

い
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
経
済
課
の
職
員
も
農
家
の

方
々
に
説
明
を
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

長
命
草
の
圃
場
試
験

の
結
果
は
ど
う
で
あ
っ

た
か
。出
荷
が
で
き
ず
農
家（
組

合
員
）
は
困
っ
て
い
る
と
き
い

て
い
る
が
ど
う
か
。

長
命
草
に
対
す
る
期

待
が
あ
り
、
地
元
で
工

場
も
つ
く
り
乾
燥
し
て
錠
剤
サ

プ
リ
メ
ン
ト
を
つ
く
っ
て
い
く

計
画
中
で
す
。

交
付
金
、
補
助
金
頼

り
の
財
政
運
営
で
あ
る

が
公
共
事
業
で
の
無
駄
は
な
い

か
。
又
財
政
運
営
上
支
障
を
き

た
し
て
い
な
い
か
。

特
に
支
障
は
き
た
し

て
い
な
い
形
で
ご
ざ
い

ま
す
。
起
債
に
あ
た
る
町
民
１

人
当
た
り
の
金
額
（
借
金
）
は

１
２
０
万
円
で
国
民
１
人
当
た

り
７
７
０
万
円
と
い
う
形
で
ご

ざ
い
ま
す
。食

肉
加
工
セ
ン

タ
ー
（
屠
畜
場
）
は

２
億
５
千
万
円
、
１
年
４
ヶ
月

も
稼
働
し
て
い
な
い
。
完
成
検

査
も
終
わ
り
工
事
代
金
も
支
払

わ
れ
て
い
る
の
に
そ
の
後
も

１
千
万
円
も
修
理
費
と
か
補
修

費
そ
の
他
、
予
算
執
行
さ
れ
て

い
る
が
こ
れ
が
無
駄
遣
い
で
な

い
と
言
え
る
の
か
。

特
産
品
製
造
販
売
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
（
伊
仙
町
特
産
品
製

造
販
売
工
房
）
の
実
施
計
画
に

つ
い
て
議
会
や
町
民
へ
の
十
分

な
説
明
も
な
い
ま
ま
な
ぜ
事
業

を
む
り
や
り
進
め
よ
う
と
し
て

い
る
の
か
。私

は
行
政
が
最
大
限

の
努
力
を
し
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
は
深
く
反
省
を
し

て
お
り
ま
す
。

本
年
度
、
来
年
度
で

３
億
円
以
上
の
事
業
、

町
の
大
事
な
財
産
を
な
ぜ
指
定

管
理
者
制
度
で
無
償
で
貸
す
の

か
。
な
ぜ
地
元
企
業
の
製
糖
工

場
を
育
成
し
な
い
の
か
。
建
設

用
地
に
し
て
も
色
々
問
題
が
あ

る
が
実
施
計
画
の
説
明
を
求
め

る
。

農
用
地
利
用
計
画
変

更
許
可
が
お
り
ま
し
た

の
で
こ
れ
に
伴
っ
て
事
業
を
進

め
て
お
り
ま
し
た
が
、
登
記
簿

謄
本
上
の
面
積
と
実
測
値
の
面

積
の
違
い
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、変
更
の
修
正
通
知
が
あ
り
、

現
在
手
続
き
中
で
す
。
説
明
と

資
料
の
違
っ
た
こ
と
に
対
し
て

は
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。

職
務
怠
慢
で
努
力
し

て
い
な
い
い
い
加
減
な

書
類
提
出
で
あ
り
陳
謝
で
済
む

問
題
で
は
な
い
。
町
長
は
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

土
地
に
関
す
る
問
題

は
さ
ま
ざ
ま
な
手
続
き

が
必
要
で
早
急
に
対
応
し
た
結

果
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
議
会

の
方
々
に
説
明
が
足
ら
な
か
っ

た
事
に
お
わ
び
申
し
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。

町
長
の
答
弁
は
い
つ

も
同
じ
「
申
し
訳
ご
ざ

い
ま
せ
ん
で
し
た
」
町
民
の
人

た
ち
が
理
解
を
し
て
く
れ
る
と

思
い
ま
す
か
ら　

会
期
も
延
長

し
、
内
容
も
き
ち
ん
と
精
査
で

き
な
い
不
自
然
な
流
れ
の
中
、

専
決
し
た
予
算
で
強
硬
に
こ
の

事
業
を
進
め
る
の
か
伺
う
。

現
在
の
と
こ
ろ
大
き

な
問
題
は
な
い
と
私
は

思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
こ
の
ま

ま
こ
の
事
業
は
推
進
し
て
い
く

こ
と
が
現
時
点
で
は
正
し
い
方

向
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
短

い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
で
物
理

的
に
難
し
か
っ
た
ん
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
土
地
は
担
保
に

入
っ
て
い
た
と
聞
い
て

い
る
が
、
担
保
物
件
を
買
う

約
束
を
し
た
。
登
記
も
で
き
な

い
の
に
町
が
買
う
事
で
事
業
を

進
め
て
き
た
。
こ
れ
が
正
し
い

事
業
の
計
画
と
思
っ
て
い
ま
す

か
。

２
つ
の
担
保
に
な
っ

て
い
ま
し
た
が
お
金
は

返
し
た
け
ど
も
担
保
は
外
せ
な

い
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
。
担

保
を
外
す
作
業
を
し
て
い
る
途

中
で
す
。
担
保
を
外
し
た
後
分

筆
を
し
て
購
入
の
契
約
が
結
べ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

全
く
私
に
は
理
解
が

で
き
ま
せ
ん
。
な
り
ふ

り
構
わ
な
い
よ
う
な
こ
と
を

や
っ
て
で
も
事
業
を
進
め
る
と

い
う
。
町
民
を
だ
ま
す
よ
う
な

こ
と
で
伊
仙
町
笑
い
者
に
な
り

ま
す
よ
。
今
後
の
流
れ
を
注
視

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

綱
紀
粛
正
に
つ
い
て

不
祥
事
の
再
発
防
止
と
職
員

の
資
質
向
上
を
目
標
に
臨
ん
で

い
る
と
の
事
で
す
が
、
そ
の
結

果
は
出
て
い
る
の
か
。

資
質
向
上
の
問
題
に

答

答答

答

問問

問

問

問 問

問 問

問 答答

答 答

答

答

セリ科の多年草で、島の海岸沿いにも自生し
ている長命草（ボタンボウフウ）。この栄養
素を多く含んだ長命草が、新規作物として産
業活性化の起爆剤となれるか。（写真：中央
が長命草）
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つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き

ま
し
て
大
変
あ
り
が
た
く
思
い

ま
す
。
職
員
の
方
で
も
非
常
に

緊
張
感
が
あ
り
、
刺
激
に
な
り

ま
す
。

き
ち
ん
と
指
導
し
て

い
く
の
は
町
長
、
副
町

長
の
責
任
で
す
。
あ
り
が
た
く

思
わ
れ
る
の
は
迷
惑
で
す
。
い

ろ
ん
な
人
か
ら
相
談
も
受
け
ま

し
た
。
町
長
、副
町
長
は
、も
っ

と
し
っ
か
り
真
剣
に
取
り
組
ん

で
も
ら
わ
な
い
と
困
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に

ち
は
。
５
番
明
石 

秀

雄
で
ご
ざ
い
ま
す
。
通
告
し
て

あ
る
、
質
問
の
順
序
が
変
わ
り

ま
す
が
、
明
確
な
答
弁
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
ず
最
初
に
、
財

政
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
財

政
状
況
の
分
析
に
あ
た
っ
て

は
類
似
団
体
等
の
比
較
が
一
つ

の
手
法
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
我
が
伊
仙

町
は
ど
う
で
あ
る
か
、
伺
い
ま

す
。
中
長
期
の
財
政
健
全
化
計

画
、
も
し
く
は
、
財
政
運
営
見

通
し
が
あ
る
か
伺
い
ま
す
。
政

権
が
民
主
党
か
ら
自
民
党
に
か

わ
り
、
使
い
勝
手
の
い
い
交
付

金
制
度
か
ら
補
助
金
制
度
に
変

わ
り
つ
つ
あ
る
が
、
対
応
は
で

き
る
の
か
伺
い
ま
す
。

財
政
問
題
に
関
し

て
は
総
務
課
長
補
佐

の
ほ
う
か
ら
具
体
的
に
答
弁

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
財

政
指
数
と
し
て
は
、
本
町
は

０
．
１
１
類
似
団
体
は
０
．

２
６
起
債
残
高
本
町
86
億
９
，

３
８
３
万
９
，
０
０
０

円
、
類
似
団
体
52
億
９
，

４
４
４
万
２
，
０
０
０
円
財
政

調
整
基
金
４
億
６
，
６
１
８
万

円
、
類
似
団
体
平
均
６
億
７
，

１
６
９
万
４
，０
０
０
円
で
す
。

財
政
状
況
分
析
は
９
月
議
会
で

報
告
で
き
る
も
の
と
思
っ
て
い

ま
す
。

財
政
事
情
の
下
半
期

を
み
る
と
、
伊
仙
町
の

状
況
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
行
政
の
効
率
化
、

簡
素
化
に
徹
底
的
に
取
り
組

み
、
財
政
運
営
に
関
す
る
基
本

的
な
考
え
方
が
示
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
財
政
運
営
が

厳
し
い
こ
と
は
、
国
も
一
緒
で

あ
り
ま
す
。
今
後
、
交
付
金
等

減
額
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
が
、
必
要
な
財
源
を
確
保

し
て
、
過
疎
計
画
、
辺
地
計
画

等
計
画
通
り
で
き
る
の
か
う
か

が
い
ま
す
。財

政
事
情
の
中
で
、

年
次
ご
と
の
予
測
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
平
成
27
年
、
28
年
が

最
も
厳
し
く
な
る
状
況
で
あ
り

ま
す
。
今
後
大
型
公
共
事
業
は

凍
結
す
る
こ
と
に
決
定
し
て
お

り
ま
す
。
い
ろ
ん
な
施
策
を
統

合
し
な
が
ら
乗
り
切
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

平
成
24
年
９
月
議
会

に
お
い
て
質
問
を
し
ま

し
た
漁
業
振
興
策
は
、
そ
の
後

ど
の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
伺

い
ま
す
。
船
揚
場
の
整
備
の

件
、
ト
イ
レ
整
備
の
件
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
そ
の
後
の

対
応
に
つ
て
説
明
を
い
た
だ
き

た
い
。
ま
た
、
伊
仙
町
過
疎
地

域
自
立
促
進
計
画
の
中
に
、
面

縄
港
４
，
０
０
０
万
円
、
前
泊

漁
港
４
億
円
、
鹿
浦
漁
港
２
，

０
０
０
万
円
計
画
さ
れ
て
い
る

が
、
整
備
し
た
の
か
、
そ
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
辺
地
対
策
事
業
計
画

は
計
画
通
り
進
ん
で
い
る
か
。

そ
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。水

産
振
興
に
お
き
ま

し
て
は
、
徳
之
島
漁
協

長
か
ら
以
前
か
ら
指
摘
を
受
け

て
お
り
ま
す
。
漁
業
生
産
額
、

若
い
漁
業
者
が
少
な
い
等
、
今

後
と
も
、
漁
港
の
周
辺
整
備
も

含
め
て
奄
美
振
興
事
業
の
中
で

積
極
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

過
疎
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、

漁
港
長
寿
命
化
計
画
を
策
定
後
、

計
画
見
直
し
を
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
辺
地
対

策
の
道
路
改
良
に
つ
い
て
は
、

路
面
正
常
化
及
び
、
法
面
安
定

度
調
査
事
業
に
よ
り
調
査
後
、

必
要
な
と
こ
ろ
は
、
順
次
整
備

を
し
て
い
く
計
画
で
あ
り
ま
す
。

現
在
、
中
断
し
て
い

る
箇
所
に
つ
い
て
は
ど

う
す
る
の
か
伺
い
ま
す
。

優
先
的
に
入
っ
て
い

く
と
い
う
こ
と
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

漁
業
集
落
再
生
支
援

事
業
で
あ
り
ま
す
が
、

財
政
的
に
厳
し
い
こ
と
は
承
知

し
て
お
り
ま
す
が
、国
家
強
靭
、

防
災
等
の
観
点
か
ら
も
う
少
し

手
を
加
え
て
い
っ
た
ら
ど
う
か

と
思
い
ま
す
が
、町
長
最
後
に
、

一
言
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
３
期
の
間
、
漁

業
再
生
、
漁
業
推
進
に

関
し
ま
し
て
は
確
か
に
、
い
ろ

ん
な
支
援
が
少
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
他
の
島
に
比
べ
て
徳

之
島
全
体
の
漁
業
が
遅
れ
て
い

る
中
で
、
逆
に
そ
の
こ
と
も
新

し
い
産
業
育
成
に
な
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
明
石
議

員
が
指
摘
し
た
通
り
こ
の
財
政

難
を
ま
ず
は
乗
り
越
え
た
の
ち

に
そ
う
い
う
計
画
と
し
て
長
期

的
な
計
画
の
中
で
考
え
て
い
く

問

問

問

問

問問

答

答

答

答

答

明石　議員

漁業集落の活性化や防災等にも配慮した港湾
整備を行うことで、販売面や地域資源である
漁場の生産性の向上が期待される。

（写真：面縄港）
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必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す

が
、
財
政
が
厳
し
い
、

も
う
こ
れ
以
上
身
動
き
が
取

れ
な
い
中
で
、
や
は
り
漁
業

し
て
い
る
人
た
ち
に
も
、
今

少
し
支
援
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
辺
地
債
、過
疎
債
な
ど
、

実
の
あ
る
計
画
書
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
強
く
要
望
し

て
、
一
般
質
問
を
終
わ
り
ま

す
。

安
倍
総
理
は
、
あ
ら

ゆ
る
努
力
を
傾
け
て

日
本
の
農
林
水
産
業
を
守
り
、

次
の
世
代
を
生
き
る
若
者
に

魅
力
あ
る
農
業
の
発
展
と
日

本
経
済
の
再
生
を
強
い
決
意

で
訴
え
て
お
り
ま
す
。
国
の

農
業
政
策
に
対
し
て
、
私
た

ち
の
伊
仙
町
に
お
い
て
、
具

体
的
に
ど
の
様
な
農
業
政
策

を
計
画
し
て
い
る
の
か
。

伊
仙
町
の
中
長
期
の

農
業
計
画
を
つ
く
り
、

農
家
の
皆
様
の
意
見
を
聞
き
、

各
農
家
が
５
年
後
を
ど
の
様

に
見
据
え
て
い
る
か
を
反
映

さ
せ
、
農
地
利
用
計
画
と
担

い
手
を
明
確
に
し
た
上
で
、

よ
り
具
体
的
な
方
向
性
を
打

ち
出
し
、
こ
れ
ま
で
一
次
産

業
に
限
定
さ
れ
て
い
た
農
産

物
の
栽
培
と
販
売
を
１
次
加

工
や
２
次
加
工
を
加
え
て
６

次
産
業
化
へ
の
道
筋
を
つ
け

る
方
向
性
も
明
確
に
打
ち
出

し
て
、
よ
り
収
益
性
の
高
い

農
業
を
目
指
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

特
産
品
製
造
販
売
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
に

つ
い
て
、
３
月
議
会
で
も
大
き

く
論
議
さ
れ
ま
し
た
が
、
企

業
誘
致
と
地
元
生
産
業
者
育

成
の
２
点
か
ら
質
問
い
た
し

ま
す
。
企
業
誘
致
の
観
点
で

「
モ
ク
モ
ク
フ
ァ
ー
ム
」
の
誘

致
の
点
で
は
大
き
く
評
価
さ

れ
る
が
、
地
元
生
産
業
者
と

の
同
意
と
今
後
の
支
援
策
は

考
え
て
い
る
の
か
質
問
い
た

し
ま
す
。

町
内
の
同
業
者
と
の

話
し
合
い
の
中
で
、
現

在
個
人
業
者
に
な
っ
て
い
る

の
を
、
法
人
化
へ
の
指
導
と
、

工
場
移
転
等
も
考
え
て
い
る

様
で
す
の
で
、
そ
れ
に
関
し

て
も
農
振
地
除
外
や
５
条
申

請
の
仕
方
等
指
導
し
な
が
ら

法
人
化
へ
の
道
筋
を
立
て
な

が
ら
、
支
援
を
確
実
に
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
企
画
に
つ
い
て

４
百
年
の
歴
史
を

持
つ
闘
牛
と
、
島
の
島
唄
や

８
月
踊
り
な
ど
島
の
伝
統
文

化
の
情
報
発
信
施
設
と
し
て

オ
ー
プ
ン
し
た
徳
之
島
な
く

さ
み
館
の
今
後
の
運
営
計
画

に
つ
い
て
、
ど
の
様
な
取
り

組
み
を
さ
れ
て
い
る
の
か
質

問
致
し
ま
す
。

今
後
の
闘
牛
大
会

は
、
定
期
的
な
開
催

と
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
な
ど
の
航
空
会

社
と
の
連
携
に
よ
る
パ
ッ
ク

ツ
ア
ー
等
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
と
の
交

渉
、
意
見
交
換
を
闘
牛
連
合

会
、
徳
之
島
観
光
連
盟
、
行
政

を
含
め
て
行
っ
て
お
り
、
10

月
か
ら
実
現
す
れ
ば
、
交
流

人
口
の
拡
大
、
世
界
自
然
遺

産
に
向
け
た
取
り
組
み
も
加

速
す
る
と
期
待
さ
れ
、
10
月

の
全
国
闘
牛
サ
ミ
ッ
ト
も
伊

仙
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
新

徳
之
島
観
光
連
盟
よ
り
一
名
、

徳
之
島
な
く
さ
み
館
に
も
、

観
光
案
内
兼
な
く
さ
み
館
の

使
用
展
示
室
の
担
当
を
置
く

こ
と
に
な
り
、
今
後
の
運
営

に
関
し
て
維
持
管
理
に
は
、

場
内
の
広
告
看
板
等
も
充
て
、

伝
統
文
化
の
民
謡
や
８
月
踊

り
の
芸
能
に
関
し
て
も
社
会

教
育
課
の
協
力
を
得
な
が
ら

伝
統
文
化
の
情
報
発
信
を
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
久
保
町
政
に
つ
い

て

過
去
の
激
し
い
選
挙
、
大

久
保
町
長
が
一
期
目
挑
戦
、

二
期
目
か
ら
は
、「
政
争
か
ら

政
策
の
町
」
を
訴
え
、
町
政

も
安
定
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

私
達
、
町
議
会
議
員
も
３
年

前
に
は
、
無
投
票
と
い
う
過

去
に
例
の
な
い
こ
と
が
起
こ

り
ま
し
た
。
議
会
と
執
行
部
、

ま
た
町
民
と
議
会
、
全
力
で

努
力
を
す
れ
ば
町
民
の
評
価

も
さ
れ
ま
す
。
今
対
抗
馬
が

な
い
と
言
う
中
に
、
大
久
保

町
長
に
四
期
目
に
向
け
て
の

抱
負
と
決
意
を
伺
い
ま
す
。

我
々
は
こ
れ
か
ら
、

こ
の
町
を
さ
ら
に
発

展
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

伊
仙
町
議
会
と
伊
仙
町
執
行

部
は
と
も
に
、
今
ま
で
以
上
に

車
の
両
輪
と
し
て
そ
し
て
是

は
是
、
非
は
非
と
言
う
形
で

忌
憚
の
な
い
議
論
を
し
な
が

ら
、
そ
し
て
議
論
を
町
民
に

も
理
解
し
て
い
た
だ
き
我
々

は
こ
の
力
を
総
結
集
し
て
、

お
互
い
を
尊
敬
し
て
町
民
が

皆
前
向
き
に
向
か
っ
て
い
く

ん
だ
と
言
う
事
を
、
私
は
強

く
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
っ
て
い
く

覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
い

う
意
味
に
お
い
て
、
私
は
何

の
私
心
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
町
が
豊
か
に
な
る
た
め
に

命
を
さ
さ
げ
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
私
は
よ
く
言
わ

琉　議員

問

問

問

答

答

答

答 問問

本町における産業は、第１次産業が主流であ
るが、その産業に付加価値を付け新たな産業
に結びつけることが、国内のみならず国際的
に生き抜く為の戦略になるのではないだろう
か。（写真：南西糖業伊仙工場周辺）
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れ
ま
す
。
何
で
あ
ん
な
病
院

の
院
長
も
や
め
た
の
か
。
給

料
は
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
減
っ
た

じ
ゃ
な
い
か
。
し
か
し
、
そ

れ
は
お
金
の
問
題
じ
ゃ
な
い

ん
で
す
。
こ
の
町
の
誇
り
の

た
め
で
す
。
私
は
今
ま
で
以

上
に
命
が
け
で
頑
張
っ
て
い

く
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

ど
う
か
、
伊
仙
町
議
会
の
方
々

が
さ
ら
に
品
格
も
高
め
、
そ

し
て
み
ず
か
ら
を
磨
き
そ
し

て
成
長
し
て
、
お
互
い
に
や
っ

て
い
け
る
こ
と
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
、
私
の
出
馬

表
明
と
い
た
し
ま
す
。

Ｑ　自己紹介と伊仙町に着任して感じたこと。
Ａ　私は平成２３年４月に伊仙町に着任し、今年で３	
	 年目になります。出身は奄美市ですが、父が伊仙町阿権 
　　 出身です。
	 伊仙町は「闘牛」と「長寿」の町の印象があり、大島本
　　 島と比べ山が少なく町全体がなだらかな起伏の形状で、
　　 特に農業をするには適していると感じています。また、
　　 町民の健康増進、予防医療の為の「ほーらい館」は、私
　　も利用させてもらっていますが、充実した施設を割安な
　　料金で利用できるこの取り組みは素晴らしいと思います。またこのような取り組みを、出身地の
　　奄美市にも紹介し、要望しているところであります。今後も、利用者への付加価値を高める為に
　　も、サービス面などの見直しを積極的に行い、多くの町民に利用してもらい継続可能な経営に期
　　待します。

Ｑ　伊仙町をＰＲするために必要と感じること。
Ａ　「歴史、伝統文化、風習、自然、闘牛、長寿、出生率」など世界に誇れる事柄についての情報発	
	 信を地域全体で取り組むことが必要と感じます。その為には、伊仙町の良さを住民一人一人が再	
	 認識し、世界に誇れる財産が身近に存在する地域であることに目を向け、気づくことが必要と感	
	 じます。

Ｑ　伊仙町議会に対しての要望
Ａ　議会において、税金の使い道など行政機関のチェック機能としての役割だけでなく、議員同士の	
	 建設的な議論のもと、町民の声が反映される議会になるよう期待します。

Ｑ　今後の伊仙町に期待すること
Ａ　伊仙町は今後「国立公園化」、「世界自然遺産登録」と大きな期待が寄せられる環境が整ってき	
	 ているようですが、行政と地域住民が当事者意識を持って協力しながら実現することを期待しま	
	 す。また、自然災害、害虫などの影響で収益力に不安定な基幹産業である農業並びに経営環境の	
	 変化が激しい状況の商工業に対する支援、振興で経済基盤の強い地域づくりに取り組み、町民の	
	 所得向上と伊仙町財政が安定することに期待します。

Ｑ　その他
Ａ　私ども奄美信用組合は、昭和４７年４月に伊仙町に支店開設し、４１年が経過しています。これ 
　　まで、地元住民、組合員の皆様のご支援により地域経済の発展に、地元の金融機関として大きな
　　役割を果たすことができましたことに心より感謝申し上げる次第です。つきましては、今後も伊
　　仙町並びに地元住民、組合員の皆様からの負託にお応えできるよう、職員一丸となって全力で取
　　り組んで参りますのでご支援とご協力をよろしくお願い申し上げます。

「町民の声（第 3 号）」
奄美信用組合伊仙支店 支店長　幸　浩一　さん

※一般質問通告書に関する詳細等

は、伊仙町公式ＨＰ内にあります

「くらし情報」の「伊仙町議会議事

録」に掲載してありますので、ご

覧ください。

みゆき 　　こういち
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議
会
の
う
ご
き

編
集
後
記

委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

議
会
広
報
編
集
委
員
会琉

　
理
人

清
水
喜
玖
男

永
岡
　
良
一

前
　
徹
志

伊
藤
　
一
弘

※ 掲載されている行事以外にも、各種協議会及び集落行事等にも出席しておりますが、予めご了承ください。

徳之島に特別支援（養護）学校設置を求める
　　　　　　　　　　　署名活動のご協力依頼について

これまでも何度か本誌で取り上げました、「鹿児島県立徳之島農業高
校跡地に大島養護学校分校の設置について（伊仙町議会提案）」の要望
について、今年４月に、徳之島高校の空き教室を借り受けて「訪問教育」
という趣旨の「特別支援教室」が開始されることとなりました。この「特
別支援教室」が始まったことにより、障がいがあるお子さんと暮らして
いらっしゃる保護者の皆様方におかれましては、生まれ育った環境で、
なおかつ一緒に生活しながら学校へ通うための窓がやっと開けたことと
思います。

しかしながら、空き教室を借りての訪問教育にも限界があり、専門性
を持った教職員の確保や施設の充実、最終的には就労に至るまでの道の
りがあるため、楽観視できる状況ではありません。つきましては、現在
そういった障がいがあるお子さんがいらっしゃる保護者の皆さんが中心
となり設立された「徳之島障がい児親の会」が以下のポスターと署名用
紙を持って「徳之島に特別支援（養護）学校設置を求める」署名活動を
行っておりますので、町内外をはじめ全国の皆さんのご理解とご協力を
お願い致します。なお、この活動における署名用紙及びポスター（ＰＤ
Ｆ）を伊仙町の公式ホームページにてダウンロードできるように致しま
すので、併せてご利用頂きますようご案内致します。

町
民
の
皆
様
、
毎
日
の
お
仕
事
お
疲
れ
様

で
す
。

早
い
も
の
で
、
今
年
も
あ
と
４
か
月
と
な

り
ま
し
た
。
長
い
夏
休
み
も
終
わ
り
、
学

校
は
２
学
期
が
始
ま
り
、
私
た
ち
大
人
に

お
い
て
も
、
年
末
ま
で
大
変
慌
た
だ
し
い

時
期
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
道
を
歩
い

て
み
る
と
、
梅
雨
が
明
け
た
こ
ろ
か
ら
、

ま
と
ま
っ
た
雨
に
１
カ
月
以
上
も
恵
ま
れ

ず
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
夏
の
残
暑
で
人
も

農
作
物
も
少
し
元
気
が
な
い
よ
う
な
気
が

し
ま
し
た
。
実
際
私
も
職
業
柄
、
屋
外
で

仕
事
を
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
や

は
り
こ
の
暑
さ
に
は
勝
て
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
そ
う
弱
音
ば
か
り
吐
い
て

も
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
議
員
と
し
て
、
町
を

明
る
く
元
気
に
す
る
こ
と
が
責
務
で
も
あ

り
ま
す
の
で
、
こ
の
残
暑
に
も
負
け
な
い

強
い
信
念
を
持
っ
て
、
議
会
議
員
一
同
町

政
発
展
の
為
、
さ
ら
に
熱
く
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
奄
美
群
島
復
帰
60
周
年
の
年

で
も
あ
り
ま
す
。
祖
国
復
帰
の
父
・
泉
芳

朗
先
生
が
残
し
た
、
こ
の
島
に
対
す
る
思

い
や
心
意
気
を
私
た
ち
が
受
け
継
ぎ
、
そ

の
思
い
を
政
策
に
反
映
し
、
住
み
や
す
い

町
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
を
お
誓
い
申
し

上
げ
編
集
後
記
と
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
・
前　

徹
志
）

伊仙町 検索伊仙町ホームページはこちらへ

平
成
25
年　

４
月

４
日　

第
１
回
理
事
会
に
議
長
が
出
席

７
日　

第
46
回
戦
艦
大
和
を
旗
艦
と
す
る
特
攻
艦
隊
戦
士

　
　
　

慰
霊
祭
に
議
員
が
出
席
（
犬
田
布
岬
）

８
日　

各
小
学
校
・
各
中
学
校
入
学
式

11
日　

議
長
・
局
長
合
同
会
に
議
長
が
出
席
（
奄
美
市
）

19
日　

徳
之
島
地
区
防
犯
組
合
連
絡
協
議
会
会
計
監
査
に

　
　
　

議
長
が
出
席
（
徳
之
島
警
察
署
）

26
日　

県
政
説
明
会
に
議
長
が
出
席
（
鹿
児
島
市
）

平
成
25
年　

５
月

１
日　

公
明
党
離
島
振
興
対
策
本
部
現
地
意
見
交
換
・
懇

　
　
　

親
会
に
副
議
長
が
出
席

10
日　

議
会
広
報
委
員
会
（
議
会
委
員
会
室
）

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会
（
議
会
委
員
会
室
）

16
日　

第
５
６
回
奄
美
群
島
市
町
村
議
会
議
員
大
会
に
全

　
　
　

議
員
が
出
席
（
天
城
町
）

17
日　

平
成
２
５
年
度
伊
仙
町
商
工
会
通
常
総
会
に
議
長

　
　
　

が
出
席

21
日　

鹿
児
島
県
離
島
振
興
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総
会

　
　
　

及
び
研
修
会
に
議
長
が
出
席
（
鹿
児
島
市
）

22
日　

鹿
児
島
県
新
港
荷
捌
場
の
視
察
に
議
長
が
出
席　

　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　

議
員
研
修
会
に
全
議
員
が
出
席
（
鹿
児
島
市
）

23
～
25
日　

先
進
地
研
修
に
議
員
が
出
席
（
愛
知
県
大
府

　
　
　

市 

げ
ん
き
の
郷
・

　
　
　

三
重
県
伊
賀
市 

中
林
牧
場
・
モ
ク
モ
ク
手
づ
く
り

　
　
　

フ
ァ
ー
ム
）

29
日　

ほ
ー
ら
い
館
運
営
審
議
会
に
議
長
が
出
席
（
ほ
ー

　
　
　

ら
い
館
）

31
日　

平
成
２
５
年
度
徳
之
島
地
区
防
犯
組
合
連
絡
協
議

　
　
　

会
役
員
会
並
び
に
総
会
に
議
長
が
出
席
（
天
城
町
）

平
成
25
年　

６
月

５
～
６
日　

正
副
議
長
研
修
会
に
議
長
・
副
議
長
が
出
席

　
　
　
（
霧
島
市
）

10
日　

平
成
25
年
第
２
回
伊
仙
町
議
会
定
例
会
告
示

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会
（
議
会
委
員
会
室
）

11
～
13
日　

奄
美
群
島
航
路
対
策
協
議
会
総
会
等
に
議
長

　
　
　

が
出
席
（
奄
美
市
）

18
日　

平
成
25
年
第
２
回
伊
仙
町
議
会
定
例
会
開
会


